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ご
存
じ
で
す
か!

車
い
す
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

最
近
、
街
の
中
で
車
い
す
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
陣
害
者
や
高
齢
者
の
外
出
の
ほ

か
通
院
や
散
歩
な
ど
、
車
い
す
は
、
日
常
生
活
の
い

ろ
い
ろ
な
楊
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。北
部
福
祉
事
務

所
で
は
、
区
民
の
方
か
ら
不
要
に
な
っ
た
車
い
す
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
点
検
を
し
て
、
緊
急
に
必
要

と
な
っ
た
方
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。「
車
い
す
の

リ
サ
イ
ク
ル
」、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
は
無
料
で
す

車
い
す
ほ
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
善
意

で
集
ま
っ
た
も
の
で
y
か
ら
、
も
ち
ろ

ん
貸
し
出
し
は
無
料
。
貸
し
出
し
期
間

は
6
ヵ
月
ま
で
で
す
。

手
続
き
は
、
と
て
も
簡
単
。
貸
し
出

し
希
望
者
が
、
個
人
の
場
合
は
本
人
ま

かほ
親
族
、
団
体
の
曼
ほ
代
表
者
ま

た
は
貢
任
者
が
、
借
用
申
請
書
夲
鳧
出

す
芦
け
で
す
。

た
だ
し
、
借
ひ
鷽
け
と
返
還
の
際
の

運
搬
は
、
倩
ひ
る
方
の
負
担
で
お
願
い

し
ま
す
。こ

ん
な
時
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す

貸
し
出
し
の
対
象
は
、
区
民
の
方
が

散
歩
、
通
院
、
旅
行
等
に
使
用
す
る
場

合
で
す
。

※
高
齢
・
身
体
障
害
福
祉

法
に
基
づ
く
車
い
す
の
給
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

使
用
し
な
く
な
っ
た
車
い
す
を

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

車
い
す
の
保
有
台
数
は
、
9
月
末
で
4
3
2

台
。
4
0
0台が
貸
出
中
で
罵

車
い
す

を
借
n
た
い
と
い
う
方
は
、
年
々
増
え

て
い
宋
す
。
汚
れ
・
破
損
・
サ
ビ
等
の

程
度
が
少
な
い
、
再
利
用
に
耐
え
る
車

い
す
が
あ
り
ま
レ
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

通
院
や
散
歩
に
使
っ
て
い
ま
す

ー利
用
者
の
ご
紹
介
ー

西
新
井
一
丁
目
在
住
の
曽
根
志
づ
さ

ん
(
9
3歳
)

志
づ
さ
ん
ほ
、
今
年
1
月
に
埼
玉
県

か
ら
転
入
し
、
二
女
の
久
代
六
ん
と
同

居
し
て
い
ま
す
。
通
院
や
散
歩
で
便
用

し
た
い
と
考
凡
て
、5
月
か
ら
こ
の
制

度
を
利
用
し
始
め
ま
し
た
。
貸
し
出
し

は
、6
ヵ
月
が
限
度
で
す
か
、1
1
月
か

ら
再
度
申
請
し
、車
い
す
の
在
庫
が
あ

り
、現
在
も
使
っ
て
い
ホ
y
。禺
ぎ

ん
は
、
子
ど
も
の
こ
う
か
ら
習
っ
て
い

な
覃
や
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
秡

し
ん
し
ん
。「
車
い
す
の
お
か
げ
で
い

ろ
い
ろ
な
所
に
行
け
て
、
多
く
の
人
に

も
出
会
え
る
、
こ
の
制
度
に
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。栗

原
二
丁
目
在
住
の
奥
田
み
よ
さ
ん
(
8
8

歳
)

み
よ
さ
ん
が
数
年
前
に
骨
折
し
た

時
、
息
子
の
晃
佗
き
ん
は
、
一
時
的
に

車
い
す
を
借
9

汎
な
い
か
と
、
区
役

所
に
問
い
合
わ
廿
萎
し
て

、こ
の
制
度

を
知
り
ま
し
た
。
み
よ
さ
ん
は
、
こ
の
8

月
か
ら
近
く
罍

鞣
と
内
科
の
通
院

に
利
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
歯
科
は
、

外
か
ら
車
い
す
の
ま
ま
治
療
室
に
入
れ

る
ぷ
つ
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
助
か

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
晃
作
さ

ん
は
、
車
い
す
の
収
納
撮
町
が
狹
い
こ

と
か
ら
、
毎
週
徒
歩
で
借
ひ
苓
吁
に
来

所
し
て
い
る
の
で

「車
い
す
が
、
タ
ク

シ
ー
に
乗
せ
ら
れ
る
ぐ
ら
い
に
折
n
だ

た
め
る
と
、
助
か
る
ん
で
玄
暝
と
…
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

車
い
す
貸
し
出
し
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

北
部
福
祉
事
務
所
　
(
3
8
8
3
)
6
8
0
0

曽根さん親子

奥田さん親子

あなたの意見を
お聞かせください
テーマ:「わたしの望む公園」

あだち広報エクスプレスでは、区
民の皆さんの投稿を掲載するコーナ
ーを設けています。3 月のテーマは
厂わたしの望む公園」です。子ども
の遊び場、また近所の方との情報交
換の場として身近な社交場である公
園。皆さんの考えをお聞かせくださ
い。選考のうえ。掲載します。掲載
された方には、粗品を差し上げま
す。 申込= 住所、氏名、年齢、職
業、電話番号を記入し、400字程度
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12月25日号・1 月5 日号は、休刊
します。< 広報課>

日
暮
里
・
舎
人
線
の
開
業
目
標
時
期
が

平
成
1
5年
度
に
変
更
と
な
り
ま
し
た

恵
只
都
お
よ
び
地
下
鉄
建
設
株
式
会

竍
ほ

、
1
1一
月
2
7
日

、
日
暮
里
・
舎
人
線

の
開
業
目
標
時
期
を

、
当
初
計
画
の
‥
1
1
1
1

一

年
か
ら
1
5
年
度
に
変
更
す
る
と
発
表
し

奔
し
た

。
所
要
9

嘉

き
に
時
間
夲
霎

し
た
こ
と
な
ご
か
ら
、
当
初
の
目
標
達

成
が
困
難
な
状
況
ぐ
な
っ
た
こ
と
が
理

由
で
あ
る
と
し

、
ふ
葹

、
1
5
年
度
の
閧

罟
百

指
し

、
季
(

限
の
努
力
孝

志

と
し
て
ぃぃ
ま

す
・
日

暮
里
・
舎
人
線

は

、
区
部
北
東
部
の
公
共
交
通
網
の
充

実
と
、
沿
線
地
域
の
発
展
を
図
る
目
的

で
整
備
さ
れ
る
も
の
で
、
餃
称
)
日

暮
里
駅
と
(
仮
称
)
見
沼
代
親
水
公
園

駅
膏
紹
ぶ
、
延
長
約
9
.
8
に
m
、
駅
数
1
3
の

路
線
で
y
。
今
年
8
月
に
都
市
計
画
決

定
さ
れ
、
現
在
、
道
路
拡
幅
部
分
の
用

地
測
量
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
と
し
て
は
、
1
日
も
早
い
開
業
を

今
後
と
も
都
に
働
忝
か
け
て
い
瘴
乖
T

。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
¥

チ

。

問
先
卜
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
主
査

゛
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

『レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
!
!

車
い
す
は
、私
の
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
』

「
は
い

、右
タ
ー
ン
、
恚
兄
、
う
し
ろ
」

・・・こ
こ
は
、
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
3

堕
T

ル

、「
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
」

講
習
会
会
場

。
こ
の
教
室
は
、
母

箪

い
す
ダ
ン
ス
研
究
会
の
安
藤
高
子
氏
の

指
導
の
私

と
、
障
害
者
の
方
を
対
象
と

す
る
も
の
で

、
7
年
度
か
ら
始
ま
n

ま

し
た
。

会
場
で
は
ダ
ン
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が

、
パ
ー
ト
ナ
1

と
な
り
熱
気
ム
ン
ム

ン

。参
加
者
の
ひ
と
り
品
田

敬
子
さ
ん

は

、
伊
興
三
丁
目
の
車
い
す
使
用
者
世

帯
向
け
住
宅
(

都
住
)

に
住
ん
で
い
ま

す

。
視
覚
障
害
者
の
友
人
に
誘
わ
れ

て

、
こ
の
講
習
会
に
参
加
し

、
ダ
ン
ス

の
楽
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
続
け
て
後
期

も
参
加
し
ま
し
た

。
「
今
ま
で
運
動
を

す
る

と
い
う
>
J

ど
思
い
も
お
よ
ば

な
か
っ
た

」
と
言
う
品
田
さ
ん
で
す
か

「
ダ
ン
ス
彖
恚
と
、
意
叨
ぞ
ふ
だ

ん
使
わ
な
い
筋
肉
を
た
く
さ
ん
使
う

し
、
こ
ん
な
に
気
持
ち
い
い
汗
を
か
け

る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
い
い
ま
す
。

車
い
す
を
ク
ル
ク
ル
回
転
さ
せ
て
、

ワ
ル
ツ

ール
ン
バ
な
ど
昴
逕一
る
人
々
。

車
い
す
ほ
本
当
に
素
敵
な
ダ
ン
ス
シ
ュ

ー
ズ
で
し
た
。

悪徳 商法にご注 意11 突然、 皇室の写 真を送りつけ る商法が、多 発し てい ます。 問先= 消費者センター 酋3380- 5380
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年
末
に
必
要
な
手
続
き
は
お
早
め
に

年
末

年
始
の
業
務
案
内

区

の

窓

口

業

務

区
役
所
、
区
民
事
務
所
、
福
祉
事
務

所
。
保
健
所
な
ど
ほ
、
年
末
は
扨
嵒

日
(
土
)
か
ら
、新
年
は
L
月
5
日
亘

ま
で
業
務
膏
坏
み
祟
歹
。

問
先
卜
本

庁
舎

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1

↓
㈹

区
役
所
庁
舎

庁
舎
ホ
ー
ル
・
区
民
ロ
ビ
ー
・
駐
車

場
は
、1
2月
2
8日
(
土
T
1

月
5
日

亘

ま
で
ご
利
用
刄
菫
せ
ん
ぷ
尼

、

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
擂
研
甘
(
舍

―
角
6

日
(
月
)
ま
で
休
業
と
な
り

ホ
す
。
問
先
卜
庁
舎
管
理
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

公
社
施
設

社
会
教
育
館
、体
育
館
、運
動
場
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
施
設
は
、1
2
月
2
8
旦
土
)
1
月

4
日
王
)
ま
で
、年
末
年
始
お
よ
び

館
内
整
備
の
た
め
休
館
し
零
y
(
す
い

す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
の
ス
ケ
ー
ト
場
は
、1
2

月
3
1
Bと
1
月
1
日
の
み
休
館
)
。

こ
の
間
、
総
合
受
付
、
保
養
所
受
付
と

も
に
休
み
ま
す
。
な
お
。
毎
月
1
日
の

施
設
利
用
抽
1
=
は
、1
月
に
限
り
5

日
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
こ
ど
石

科
学
館
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
)
、
生

涯
学
習
館
は
、U
贔
百
王
了
1

月
4

日

王
)

ま
で
、
年
末
年
始
お
よ
び

館
内
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

生
物
園
、都
市
農
業
公
園
は
、1
2
月

2
8
E
王
)
1
月
4
日
王
)
ま
で
閉

園
と
な
n
汞
y
。

図
書
館
・
郷
土

博
物
館
な
ど

中
央
図
書
館
は
、1
2
月
2
7
日
(
金
)

～
1
月
4
日
(
土
)
ま
で
、中
央
図
一

館
蚩
瞞
く
全
図
書
館
、千
寿
桜
小
学
校

図
書
室
・
多
目
的
ホ
ー
ル
、
動
労
福
祉

会
館
、
青
年
セ
ン
タ
ー
、郷
土
博
物
館

は
、1
2
月
2
8
E
王
)
1
月
4
日
王
)

ま
で
、年
末
年
始
お
よ
び
笵
内
整
理
の

た
め
休
館
し
ま
す
。伊
興
遺
跡
公
園

は
、1
2
月
2
9
日
(
日
)
～
1
月
3
日

(
金
)
ま
で
閉
園
と
襃
y
ヂ
。な
お
、

動
労
福
髮
蒭
?
酋
分
施
設
利
用
抽
選

会
は
、1
月
6
日
(
月
)
、
午
前
9
時

か
ら
行
い
求
歹
。

ま
た
、女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
1
2

月
2
8
日
王
T
1
月
5
日
亘
ま
で

休
粐
¥
蚕
碑
報
資
料
室
は
1
2
月
2
6

日
～
1
月
4
日
、
女
性
相
談
は
1
2
月
2
4

日
1
1
月
5
日
ま
で
休
み
嫐
了ヽ
。

清
掃
作
業

マ
可
燃
・
不
嬰
」
み
は
、
年
末
は
1
2
月

3
0
E
(
月
)
ま
で
、
年
始
は
1
月
5
日

亘
か
ら
収
集
し
求
y

▽
資
源
ご
み
は
、
年
末
は
W
鳬
百

王
)
、
第
t
土
曜
日
の
地
区
ま
で
収
集

し
ま
す
。
年
胯
T

月
6
日
(
月
)
か

ら
収
笋
望
臺

※
く
わ
し
く
は
。
集
積
所
の
ビ
ラ
案
」

覧
く
だ
さ
い
。
年
末
年
始
は
収
集
時
刻

が
樅
わ
る
こ
と
が
あ
2
ヂ
の
で
、
当

日
は
午
前
&
時
3
0
分
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
1
月
5
日
(
日
)
・

1
5
日
(
祝
)
も
収
集
作
稟
を
行
い
ま
す

▽
粗
大
ご
み
は
、
年
末
は
1
2
月
2
8
日

王
)
、
第
ぞ
土
曜
日
の
地
区
ま
で
収
集

し
求
y
。
年
始
は
、
1
月
6
日
(
月
)

か
ら
収
軣
¥

チ

※
粗
大
ご
み
は
、

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
ぐ
だ
さ
い

(
5
2
9
6
)
7
0
0
0

▽
に
淤
は
、年
末
綫
皆
洳
日
(
月
)

ま
で
。年
始
は
L
月
5
日
(
日
)
か
ら

収
集
し
ホ
y
。早
く
た
ま
る
ご
家
庭
は

匐
以
皆
二
土
)
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い

問
先
H
足
立
東
清
掃
嶌
務
所

酋
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
酉
清
掃
事
務
所

豐
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

休
日
診
療
所

1
2
月
2
9
日
亘
か
ら
r
月
3
日
(
金
)

ま
で
左
上
表
の
と
お
口
休
旦
髷
乕
を

開
設
し
求
y
。な
お
、ふ
だ
ん
の
日
曜

日
、
祝
日
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

救
急
病
院
の
ご
案
内

▽
消
防
庁
臾
罟
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー

魯
(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

夜
間
・
休
日
診
療

機
関
等
の
ご
案
内

▽
恵
只
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
(

健
康
案
内
ひ
袤
p
ひ
)

豐
(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

※
食
中
毒
、
伝
染
病
発
生
等
の
緊
急
の

場
合
は
、
恵
只
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

J

休 日 診 療 所 一 覧

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
①

今
E
の
東
京
で
は
、
こ
こ
が
同
和
地

区
で
あ
忝
と
し
て
、
そ
の
実
態
を
ほ
っ

き
り
つ
か
む
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。

」が
し
、
今
も
な
お
、
文
化
的
に
も

経
済
的
に
も
低
い
隻
薇
境
に
置
か
れ

て
い
る
地
域
が
あ
屋
チ

。

匣
史
的
に
み
る
と
、
江
戸
時
代
に

は
、
江
戸
の
一
画
に
弾
左
衛
門
と
い
う

人
が
屋
敷
を
構
え
て
、
関
東
を
中
心
に

当
時
の
士
農
工
商
よ
り
さ
ら
に
低
い
身

分
と
し
て
扱
わ
れ
た
人
た
ち
を
支
配
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
弾
左
衛
門
が
治
め
て
い
た
総
家

数
は
、
寛
政
1
2年
(
1
8
0
0
年
)
に
、

弾
左
衛
門
が
奉
行
所
に
出
し
た
上
申
書

に
よ
る
と
、
江
戸
を
含
め
て
7
千
7
0
0

軒
。
ま
た
、
大
正
1
0年
の
内
孫一
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
東
京
都
内
に
は
、
な
お
4
6

の
未
解
放
部
落
が
存
在
に姙
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
正
時
代
に
ば
あ
っ
た

東
京
の
同
和
地
区
が
、
現
在
明
確
で
な

い
の
は
ど
R

そ
で
し
ょ
う
か
。

東
京
が
他
の
都
市
、
他
の
地
域
と
異

な
っ
た
の
は
、
日
本
の
首
都
で
あ
り
、

巨
大
都
市
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い

欒
y
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当

へ
。

学
童
保
育
室

9
年
度
4
月
入
室
児
童
募
集

申
込
対
象
H
働
い
て
い
た
り
、
長
期
の

病
気
な
ど
の
た
め
に
授
業
終
了
後
の
子

供
の
面
倒
を
み
る
'
と
が
で
忝
な
い
保

護
者

入
室
対
象
H
4
月
か
ら
小
学
L

年
生
r
3
年
生
叭
茗
子
供

定
員
卜

各
保
育
寥
和
人
(
た
だ
し
、
一
部
定
員

の
異
な
る
保
育
室
が
あ
旦
手
)

費

用
畧
冱
び
と
り
に
つ
霤
月
額
1
千
9
0
0

円

申
込
卜
申
請
書
、
家
庭
状
況
票
、

動
務
証
明
書
等
を
希
望
菅
島
保
育
室
に

提
出
。
書
類
は
W
鳬
貿
か
ら
各
保
育

室
で
配
布
し
豕
y
※
在
籍
し
て
い
る

子
供
で
継
続
U
て
入
謇
耋
『
單
I
遯

合
も
同
じ
手
続
き
が
必
要
で
す
申
込

期
間
l
宀
y
日
～
2
1
m
W
R
=
左

表
{
と
お
り

問
先
卜
学
童
保
育
係
ま

た
は
指
導
相
談
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

学童保育室一覧

注1) 花畑東学童保育室は9 年度は( 仮称) 桜花学童保育室に名称変更する予定です 注2) 新田住区センターは9 年4 月1日から新田2- 2- 2 に移転します
注3) 東和住区センター分室の申請は、東和住区センターへ



1996 年( 平成8 年) 12 月15 日あ だ ち 広 報第1152 号 ( 3)

足
立
区
職
員
(
診
療
放
射
線
)
募
集

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
1
と
¥
{
萌

夕
発
気
な
人
材
を
募
集
し
祟
歹
。

対
象
H
昭
和
3
7
年
t
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
診
療
放
射
線
技
師
の
資
格
を
有

t
今
方
(
取
贊
況
可
)
選
考
日
卜

L
弖
抑
貝
祝
)
採
用
卜
原
則
と
し
て

9
年
t
月
1
日
以
降
募
集
人
S
H
I

人
(
H
類
)

申
込
卜
所
定
の
選
考
申

込
書
1
通
膏
苻
壑
素
ほ
郵
送
(
簡
易

書
留
に
限
る
)
受
付
時
間
日
午
前
9

時
1
午
傍
y
時
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日

奮
隊
く
)
期
限
H
1
2
月
2
5
E
(
郵
送

の
場
合
、
消
印
有
効
)
申
・
問
先
卜

職
貝
課
人
事
係
〒
a
中
央
本
町
1
～

1
7
～
l

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足
立
区
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
耆
貝

会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
嚢
原
孚
爻
だ

め
、
包
丁

月
1
日
奮
辜
と
し
て
、

選
謚
人
名
簿
の
調
製
を
登
載
申
講一
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
登
載
申
請
書

は
、
W

品
苜
、に罵
ま
で
に
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
農
業
従
事
世
帯
へ
送
付
し

ネ
y
。
あ
餮
事
項
を
記
入
し
。
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
期
限
内
に
必
ず
ご
返
送

く
だ
さ
い
。
期
限
y
&
怙
…
苜
問

先
卜
農
業
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

住
居
表
示
を
行
い
ま
す

便
利
で
わ
か
り
や
す
い
ま
'～
を
つ
く

る
た
め
に
、
住
居
表
示
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
次
の
地
域
に
お
い
て
は
、
9

年
1
月
1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。対

象
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、
1

月
下
旬
に
「
新
住
居
表
示
の
お
知
ら

せ
」
お
よ
瑟
皆
襃

示
底
更
に
伴
う
諸

手
続
き
の
ご
案
内
・
住
所
底
更
通
知
用

は
が
き
S
C
奮
お
届
け
し
豕
歹
。

対

象
息
伊
興
町
前
沼
の
一
部
。
伊
興
町
見

通
、
加
賀
皿
沼
町
、
北
麝
貯

、
舎
人

町
の
一
部
、
入
谷
町
の
一
部
、
古
千
谷

一
丁
目
の
一
部

問
先
日
住
居
表
示
担

当

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ひ
ろ

ば
=催

し

物
=

☆
第
三
回
作～
麗
『
障
害
者
の
喜
び
J

L
月
7
日～
1
4
日
、
午
前
以
″～
午
後

l
時
/
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
/
油
絵
、
水

彩
画
、
水
墨
画
、
短
歌
な
ど
/
無
料
/

峯

豐
(
3
8
5
2
)
0
6
2
4

=
募
集
=

☆
合
唱
団
(
コ
ト
ル
た
ん
ぽ
ぽ
)
第

2
・
t
土
曜
日
、午
後
L
時
3
0
分
1
3

時
3
0分
/
労
音
東
部
セ
ン
タ
ー
/
月
額
1

千
円
/
早
川

゛
(
3
8
8
8
)
0
2
2
0

☆
い
ず
み
コ
上
つ
ス

毎
週
木
曜
日
、

午
後
L
時
A

時
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
三
千
円
/
内

山

酋
(
3
8
5
6
)
8
5
6
3

☆
コ
ー
ラ
ス
ー
グ
ル
ー
プ
(
コ
ー
ル
・
は

な
は
た
)
毎
週
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
花
畑
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金

千
円
、
月
額
1
千
瞋
円
/
茅
根

`
‘
(
3
8
8
4
)
8
5
2
5

☆
デ
ッ
サ
ン
サ
ー
ク
ル
毎
週
土
曜

日
、午
鯵
T
時
廴
t
時
(
講
師
指
導
は

月
1
回
)
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
千
5
0
0円/
斉
藤

?
3
8
8
6
)
0
6
1

☆
珊
瑚
礁
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
第

1
・
3
・
t
水
曜
日
、午
前
1
1
時
3
0
分

～
午
後
L
時
3
0分
/
水
一芟
汞
プ
ー
ル
/

初
歩
か
ら
上
級
ま
で
/
入
会
金
千

円
、
月
額
1
千
峩
円
/
加
藤

S
(
3
6
0
6
)
2
1
9
3

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
万
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

増
え
る
冬
休
み
の
放
置
自
転
車

引
き
取
り
に
は
撤
去
料
2
千
円
が
か
か
り
ま
す

冬
休
み
等
の
学
校
が
休
み
の
期
間
、

攣
生
・
牛
狂
の
目
転
車
放
置
が
目
立
ち

ネ
y
。
駅
前
は
街
の
顔
。
す
っ
き
n
き

せ
安
心
し
て
歩
け
る
ふ
つ
に
し
ま
し
ょ

う
。区

で
は
、
駅
周
辺
お
お
髱
猫
m
以

内
を
目
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
い
欒
T
。
禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転

車
は
区
が
撤
去
し
て
、
槧
と
の
自
転

車
移
送
所
に
壥
ぴ
保
賈
し
て
い
ホ
"
。

引
き
取
り
の
際
は
撤
去
料
2
千
円
を
徴

収
し
て
い
零
y
。
撤
去
後
冫
ヵ
月
齢
逼

ず
夕
処
分
し
奪
T
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

区
で
ほ
駅
周
辺
の
安
全
で
快
渭
鑪

塊
つ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
か
、
区
の

対
応
だ
け
で
は
限
界
が
あ
Q
i
y
。
駅

に
近
い
方
は
で
き
ゑ
け
歩
章
F
じ
ょ

う
。
吏
气
自
転
車
は
決
め
叭
れ
た
自

転
車
置
き
場
に
I
い
て
乙ヽ
だ
さ
い
。

問
先
卜
自
転
車
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

荒
川
の
散
乱
ご
み
調
査

…
多
か
っ
た
の
は
何
?

ク
リ
ー
ン
あ
ら
川
結
果
報
告

K
月
2
7
日
、
「
ク
リ
ー
ン
あ
ら
川
(
荒

川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
ご
が
、荒
川
西

新
井
橋
緑
地
～
千
住
新
橋
緑
地
(
左

岸
)
で
行
わ
れ
声
レ
だ
。
参
加
し
た
の

は
、
早
朝
の
野
球
場
利
用
者
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
麌
へ

地
鳩
否
フ
ン
テ
ィ
ア

の
方
な
ど
、
総
勢
約
伽
人
。

西
新
井
橋
、
千
住
新
橋
の
付
近
で
は

ご
み
膏
拾
い
な
が
ら
、
ご
み
の
数
を
調

査
畜
Q
作
業
を
行
い
ま
し
た
(
結
果
は

左
表
の
と
お
り
)
。
多
さ
が
目
立
っ
た

の
は
、
た
ぱ
こ
の
吸
い
殼
や
。
自
然
に

還
a
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ービ
ニ
ー
ル

の
破
片
な
ど
。
水
沼
″慂
い
の
場
と
し

て
、
よ
n
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
一
人
ひ
と
n
の
方
が
マ
ナ
ー

に
気
を
つ
け
}
{し
ょ
う
。
当
B
は
、
簡

単
な
バ
ッ
ク
テ
ス
ト
に
よ
る
荒
川
の
水

質
検一畳
仔
い
ま
し
た
。

問
先
=
計

画
調
整
課
計
画

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

散乱ゴミワースト5 単位: 個
( 西新 井橋緑地)

( 千住新橋緑地)

宿 泊 施 設 インフ ォメ ーション

3・4月分の
利用案内

申
し
込
み
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下

表
)
で
蠢
犲
け
i
y
。
吩
一
T
公

社
の
各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
　

(
5
0
円
)
に
、
あ
霎
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
T
グ
ル
ー
プ
L
收

に
限
り
汞
y
期
間
卜
1
月
5
日～

m
苣
必
着
(
耜
邏
結
果
を
F
月
下
旬
に

郵
送
し
求
歹
)
受
付
蜚
暹
者
は
、

2
月
1
3
E
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用

手
靨
審
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間

鷺
警
忝
ζ
彳
ヤ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
ひ

零
y
)空

き
室
の
利
用

3
・
4
月
分

抽
選
後
の
噐
景
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
1
蔭
日
今
回
は
2
月

1
4
日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
で
予

約
で
空
チ
。
吏
`
、
公
社
の
各
施
設

で
も
匱
接
鷽
け
付
け
て
い
欒
歹
。

1
・
2
月
分

随
時
、
申
し
一
込
が
奮
苣
付
け
て
い

嫐
y
。
※
仮
予
約
後
、
3
日
以
内
に

お
近
ぐ
の
公
葹

設
で
利
孛

続
窰

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
鷺
翠
苳

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
ひ
豕
歹
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
1
日
前
ま
で
で

す
)

日光林間学園

●各施設利用案内　3 ・4 月利用分

※公社施設ですでに購入済みの宿泊施設抽選申し込みカード( 専用ハガキ) には「鋸南自然の家」の表示かないものかありますか、便用で
きます。施設名欄に「鋸南自然の家」と記入し、申し込んでください。
利用申し込みは2人以上。| グループ、ハガキ1 通でお願いします。
「那須・森の末」へは直通パスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください

● 受付時間=c～ヽ～のは午前9時～午後8時、@・eは午前1【跼～午後6時( 毎週月曜日休館) 、

aま午前9時～午後5畤( 土・日・祝日を除く)

☆足立キッスクラブチャリティーコンサート12月22日( 日) 、午後1時30分開場/労音東部センター/クリスマスソングを中心の歌、劇など/1, 000円( 小
学生以下無料) /中澤　　5691～0484
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高齢者とその家族を
応援します ご 存じで

す かホームヘルパー
高齢になって、身 体か弱くなったりしても、住み憐れた

自宅で過ごしたいー これは、だれもか願うこと。しか

し、そのためには、家事の援助や介護の手か欲しいという

のか実状ではないでしょうか。最近は、一人暮らしや高齢
者だけの世帯、あるいは家族全員か働いているという世帯

も増え、家族だけでは、高齢者への介護か難しくなってい

ます。

そこで区では、高齢者か安心して暮らせるよう、さまざ
まなサービスを行っています。なかでも、ホームヘルパー

派遣制度は、家事や身体介護など日常生活における援助を

受けなから 、自宅での自立した生活を するための核となる
サービスです。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
う
か
が
い
ま
す

区
で
は
、
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
高

齡
者
刄
隨
常
忠
緊
茣
男
χ
疋
で
叉
障

が
あ
る
場
合
や
、
介
旛
?
る
家
族
の
万

が
一
時
的
に
留
守
に
な
る
爾
合
な
ど
、

介
護
が
&
畧
筰
蒂
に
蓆
在
型
q
T

ム
ヘ
ル
パ
ト
を
澂
遣
し
て
い
ホ
y
。

・

サ
ー

ビ
ス
の
内
容

▽
家
碓
介

護
・
・・
衣
類
の
洗
濯
/

部
屋
の

灣
掃
/

怎
眉
必
曾
E

の
買
い

物
傴
こ

▽
身
体
介
霞
・
・・
食
事
・
排
せ
つ

・
通
院

介
助
/
譱
蘚
え
/
相
談
・
助
言

な
ど
-
-

一

サ
ー
ビ
ス
の
阿
間

午
前
7
時
か
ら
午
俊
1
時
の
一

間
で
ヽ
必
嬰
に
応
じ
て
、
F
時

間
、
1
時
間
、
3
時
間
、
a
時

!
万
で
廂

一

で
詞
時
間
の
派
扈
が
限
度
で
y
。

・

費
用

一

ま
酊
中
心
者
の
所
得
に
否
¥
戻
定

し
奪
歹
。
L

時
間
あ
た
り
、
無
料
か
ら

冊
蒿
千
跏
円
で
y
。
基
準
が
あ
り
豕
y

の
で

。
お
問
い
合
わ
廿
こ

な

叺

。

ま
ず
は
ご
相
談
を
…

援
助
内
容
は
千
差
万
別

1
0
月
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
L
鷽
`
用

」
で
い
る
3
蔵
9
袿
は
、
8
4
歳
の
夭

と
二
人
`
瓦
C
。
貧
血
が
v
i
χ
ま
`

丶
心
臓
が
惡
い
の
で
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

」
舎
A
れ
て
い
求
y
。
夫
灸
刄
衙
り
。

外
出
に
は
卑
い
す
を

便
い
家

罵

夫
の

外
出

が
嶇
-
で
あ
れ
ぱ
介
助
し
て
い
ま

ず
v
r
'
そ
れ

り
少
し
ず
つ
つ
ら
く
な
っ

ミ「
ヘ
ル
パ
ー
鳶
刄
に
は
、
主
に
買
い
物

と
調
璢
i
劔
じ
て
い
家
y
。
表
向

霆

聴

黛

に
み

蛋

ぞ
か

、
心
臓
が
思

い
の
で
、
莖
い
蓚
劬

萱

″
つ
て

歩
く
の

は
つ
ら
い
ん
で
す
』
と
ご
本

人
。

ヘ
ル
パ
ー
は
買
い
物

な
ど
の
家
事
の

手
助

け
豪
T
s

笳

、
貧
血
に
悩
む
裝

女
の
食
事
の

献
立
を
、
栄
養
士
に
相
談

し
刄

が
て

も
ら
っ
た
り
、
貧
血
{
屬

慮

し
た
料
璢
を
一
緒
に
調
理
し
た
り
と
、

食
事
面
で
の

扨
叨
も
し
て
い
家
歹
。
買

い
聊

弧
c
の
揖
r

夭

切
で
万
が

、
彼

女
に
と
っ
て

今
一
番
大
切
な
の
ほ
栄
養

面
奮

気

ん
冫
羮
禳
レ
だ
食
事
な
の
で

す
。
健
凩
で

あ
れ
ば

、
夫
を
支
え

、
現

在
の
忠

回
を
?

レ
で
叭
萇

く
維
臍
し
て

い
く
″
と

が
可
髄
だ
か
ら
で
す
。

ヘ
ル
パ
ー
は
利
用
者
の
要
里
曇
お
聞

き
し
彖
t
か
、
奴
で
亀
蘰
助
t
夕
り
け

で
啄
あ
り
ま
廿
刄
。
残
さ
れ
た
能
力
を

よ
り
良
く
維
持
す
`
9
た
め
に
、
自
分
で
?

嗇
る
こ
と

は
自
分
で
し
て

も
6

つ
よ

う
に
」
t
い
孝
子

。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
を
必
薯
忌
高
家

庭
の
事
陦
咳
卞
娘
男
別
で
す
。
訪
問
関

東
を
じ
刄
そ
れ
ぞ
れ
の
覃
既
に
必
要

な
援
助
そ
T
9
の
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

で
y
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守
り
乖
y
。

ま

ず
ほ
、
ゝ
袙

鮫
く
だ
さ
い
。

ホ
ー ム
ヘルパ

ー

Q&A
65廐 以 上 で 日 常 帝 溝 に 支 障 の あ る 高 齢 書 に は 、 ホ

ム ベ レ パ ー を 派 凅 し て く れ る と 聞 い た の で す か 、

飼 理 、 食 事 、 排 せ つ 、 掃 除 、 洗 濯 等 が 自 分 で で

き な い 高 齢 者 の い る 茴 所( 一 人 暮 ら し を 含 む) で 、

十 分 に 介 謖 等 の で き な い 場 合 に 、 彫 聊 麈査 を し た

う え で 、 ヘ ル パ ー が 派 遣 さ れ ま す 。 家 族 の 摂9 司 、

出 淨 。 冠 婚 葬 祭 、 事 故 、 災 害 、 看 護 お よ 乙汽 木養 等

の 場 合 も 対 象 に な り ま す 。

11可・a 豕 が哭刀丶 丶る と 派i 皿 し て も ら え 為政v シcj ゐ・ぐ

こ の サ ー ビ ス は 、 高 齢 者 本 人 と 家 族 に 対 す る 支

援7? す 。 同 居1家 尨仂 苟 るヽ と い う こ と だ け で 、 派 遣

さ れ な い と い う こ と は あ り ま せ ん

お む つ の 交 換 な ど の 身 体 介 霞 だ け で な く 。 鮎 廖 の

掃 除 や 無 遭 な ど 、 灣(〃wt x 靦jも し て も ら え る の で

す か?

は い 。 対 象 皿 こよ っ て 違 っ て き ま

すカ 刄 必! a こよ り 調 理 や 買 い 物 な ど も で き ま す 。l n

・少111・・
』
当 て な ど 、奮 謳 も し て く れ る のc か?　

い い 尢 ホ ー ム ヘ ル パ ー は 、 。 護 婦 で は あ り ま

せ ん 医 携粕 勺な こ と は ホ ー ム ヘ ル パ ー で は な く 、

斑 弑14 霞 ス テ ー シ ョ ン 等 の 制 度 が あ り ま す 。 た だ

し 、 医 師 の 指 示 書 カ夊g 要 で す 。

ホ ー ム ヘ ル パ ー は医 柬 的 ケ ア を 餘 く 身 体 介 霞( 着

替 え ・ お む つ 交 換 ・ 体 位 交 換 ・ 膺 拭 鄒 な ど の サ

ー ビ ス を 行 い ま す 。

。ほ か の 高 齢 者 福 祉 サ ー ビ ス を 受 け て い る と 来 て も

ら え な し四 で し ょ う か 。

い い え 、 そ ん な こ と は あ り ま せ ん 。 た と え ば 、I

祁 同 入 浴 の 付 き 添 い や デ イ ホ ー ム の バ ス ま で の 送

迎 な ど も で き ま す 。

1
ヘ ル パ ー さ ん て 、 思 っ て い た よ り 身 近 な 存 在 な ん

で す ね 。

高齢者在宅サービスセンター
デイホー厶と

ショートステイ
表1 高齢者在宅サービスセンター

表2 老人保健施設

圍7- r ホ ー ム

扠 瀬SU 二で 、 儔S 弱11 ・& 贏l i こ も

り が ち な 方 を 対 象 に 、 ㎜l ・ 生 き が を丶哂

畆n 繦 黠f i 凅|・ ・ ど を 行 っ て い ま す( 退i

迴i l き)

吸癲緊( ちほう3竹爾l ` f 7- rホーム

収- X 亅二で 、 こ 心& 冫ここM1馮l l X の 方

を 対 象 に 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン や 宇 癲麗) 行

● な ど をl i い ま すG 笞 週 付 き3 ・

曙 シ ョ ー ト ス テ イ{ ● た き り- J s ; Ut -

四i j

疣 漏Sa 上 の 寢 た き り 、 ま た 齠 凛 眤I S 碼t X

を 介 置 し て ぃ るs 。 。j、- ● l 的 に 介

一 一 一 一 一 一

ピ ス セ ン タ ー 内 で 、1 僵1 瞬 箝 縣 髫寛 と し た

ヌJ j i がq? き ま す

漢 こ の ほ カ丶 ミ ミ 艱 廴 入 脂 サ ー ビ ス 、

食 輝1サ ー ビ ス も 行 っ て い ま す

い ずt t t

同 先= 名 高 ● 壥抬 耳5 サ ー ビ ス セ ン タ ー

mi > ま ・ミ 霎黻凉f l

測a} 一一5111f f O

※ 表2 ・j 乙 ヘ ー じ も シ ョ ー ト ス テ

イ を 行 っ て い ま す 申 し 込 み は 各 麗鐵 へ

訪問看護ステーション
詞儡の方や寝たきりa 跖齡者が自宅rで多c ヽ 医療の輜蹈となり、費用咄建康保険によりま

して鬻餐できるよう、看霞婦等カ1甄師の指示 す。 問先= 名4脚司看護ステーション( 下表)

書により、鈿司し ます。この看護サービスは またQ3880- 5i n< ㈹

在宅介護支援センター
ご乙I 護支援七ンターでiま、高

酊沾を介護している方 々の悩みご
との相談、Wt 1E- = ロ

り次ぎなどを行ってます。默f司
相談もあり、賢用は無 料です。ま

た、電1も相談は21 瑚耨受け付りて
います。
お気軽に最寄りのセンターC 右

衷) にこ扣覦ください。

ホームヘルパー
相談から派遣まで

詞彖睿:

皿 で日常生活に支
陣のある方

相破・ 讀:
印 鑑 を 持 っ て 霎i 止亊| 蔡夛iに お 越 し

く だ さ1 ゝ ど) なた も お 越 し に なt 1 な

い 埔1合 は 福R 止蕚q 獅 听 に 電X 舌で 滾ダ司 い

合 わ せ く だ さ し丶

一 一=
一 一- 一 一

をうか力iを丶ます。

皿:
福祉四- スワーカ

ー・ホームヘルパーが訪問し ます。
※ 必 要に応じ、保健所・訪問 看護

ステーションにa方砌を依頼、1巛同入
浴・日常生活用貝給付などの制度の

利用を検討します

派遭決定:
肪問日時や援 助内容、自己 負担
額をご遽絡します。

※ 派遣対象に2亥当しない場合もあり
ます

S ● ● S 台 こ

当初は、原則として福祉事務所の
ホームヘルパーがおうかカ硲丶します。

その後、1翩 。' 、1監回し、社会福
皿笵攪血や霑政如紹介呎の61 レバー
に引き継ぎます。

ホームヘルパー、在宅介護に関するお問い合わせは

2
つ
め
の
あ
た
た
か
い
風

2
4時
間

巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
は
匆
つ

一
つ
巡
回
型
の
サ
ー
ビ
ス
か
あ
n
ま
す
　

促
来
の
も
の
を
滞
在
型
と
い
い
ま
t

。
こ
れ
は
、
一
日
数
回
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
に
そ
つ
刄

罵

瓦
R

芬

程

度
で

訪
問
し
、
身
体
介
躓
冴
仔
い
宋
冤

昼

方
零
冏

わ
な
い
2
4
時
間
体
制
の
サ
ー

ビ
ス
で

。
緊
急
時
の
呼
び
出
し
コ

ー
ル

に
対
し
て
も
す
ぐ
に
利
用
者
宅
に
連

絡

し

、
必
要
に
応
兄

鬩

し
豕
y

。

現
認
は
区
内
の
一
部
地
域
(
中
央
本

町
、六
月
、東
六
月
、平
野
、梅
鳥
、足
立
、

梅
田
、島
悒
で
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、

今
後
は
地
苳
畧
娶
u
て
い
く
計
画
で

す
。
問
先
u
高
齢
獨
秕
計
画
係

魯
{
3
a
o
}
5
1
1
F

㈹

あ
い
あ
い
公
社
の

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
(家
事
・
介
護
援
助
)

杲
震
に
援
助
怎
多
t
喬

鵬
者
や
障
害
者
の
方
な
ど
莉
用
会

邑
y
革
助
け
で
曼
芳
(
協
力
会
邑

の
幕
ら
じ
の
助
け
合
い
シ
ス
テ
ム
で
y

申
拾
冪
吁
琺
茹
ほ
珊
力
会
員
に
サ

ー
ビ
ス
夲
娵
頼
、
条
件
が
整
つ
`
火
函

つ
た
か
サ
ー
ビ
ス
齢
9

始
」
¥
ヂ

。

援
助
内
容
の

例
U
▽
家
事
疑
助
・
・
食
亊

の
″
術

、
洗
同

掃
除
な
ど

▽
介
護

援
助
・・・
食
事

・
譽
帶

瓦
・
排
せ
つ
の
介

助
、
入
浴
介
助
の
禰
助
、
敵

歩
・
通
院

等
Q

可
膏
彖
一
い
な
ど
m
=

内
容
に

よ
Q
L

時
間
枷
円
が
ら
9
0
0円

※
こ
の

ほ
か

、
年
会
費

莉
用

龠
讐

卆

枷
円
/

協
力
会
!
'
加

固

が
必
賈

で
歹

申
・
問
先
日
あ
い

あ
い
公
社

魯
1
8
5
6
)
0
9
4

ス ケ ッ チ

あだち
オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

の

調

べ

が

街
に
流
れ
た
秋

こ
の
狄

、
区
内
冫
刀
所
で

匐

兀
商
店

衝
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が

鬨
か
れ
ま
レ
応
。
迫
力
あ
る
演
奏
の
間

に
負
I

ト
爰

の
楽
翡

變

旨

み
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
に

な
じ
y
が
の

な
い
方

に
叭
好

秤
で
し

た
。

▲ U 月17日の 傭 康 音楽 祭( 青 山

場翦Uf 1 麌 原中 に て)

嵋1 月10日の緑町 音楽粲( 早指 田大|

学文響楽鳳 千寿峰j にヽて)

▲ 10月27日 の 柳 原 音 楽 祭( 東 京 外

国屁 人 ・si i auk 栂 小 にて)

熟気あふれた2 日間

女性
フェスティバル' 96
あだち

U

箟

・
1
7
日
、
女

件
m

セ
ン

タ

ー
で

『
女
性
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
9
6
ゐ
だ

ち
』
が
行
p

れ
声

‥た

。
今
回
は
、
メ

イ
ン
テ

ー
マ
を
『
語
n
合
谷
2

謬
り
つ

ご
う
』
仁
し
刄

足
立
区
宮

啀
団
体
連

皃

笳

周
年
番
£

忿
し

た
式
典
や
じ
1

・
ト

ー
ク
、各
種
展
示
。介
護
教
冢
な

ど
恩

茫

盛

芻

冫
、夸
へ

会
場
内
は
、

大
勢
の

人
で
に
″
石

つ
て
い
声

レ
た
。

清
流
を
取
り
戻
す
た
め
に
!

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
0月
竚
耳

綾
瀬
川
灣
硫
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
器
籾
域
協
毒
会
に
よ
る
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
が
、
柬
驟
願
公
聞
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
環
糯
団

体
な

こ
に
よ
る
冥
験
・
展
示
や
綾
瀬

小
学
校
5
年
生
に
よ
る

陵
瀬
川
奮
-

れ
い
に
す
る
た
め
の
提
案
、
足
立
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
よ
る
『
俘
つ
て
蜃

て

哩
つ
』
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
。
ワ
ー
ス

ト
ふ

畠

粐

レ
だ
綬
瀬
川
。
私
た

ち
の

力
で
も
っ
と
琴
レ
い

句
の
に
し

た
い
で
y
q

え
っ
!

秋
な
の
に

サ
ボ
テ
ン
の
花

が
?

『
熱
帯
榲
物
の
サ
ボ
テ
ン
が
秋
に
咲

く
の
は
聆
し
い
と
思
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
i
C
{

き

と
写
真
を
送
つ
て

ぐ
だ

さ
っ
た
田
中
穴
兀
(

伊
興
町
五
唇

。

写
再

ほ
今
年
の

匐
月
に
撮
粐

処

も
の

。

田
中
竇

な
¥
S

と

、
こ
9

永

テ
ン

。

樹
齢
堤

耀

、
高
肓

呀

贏

以

上
も
あ

る
大
貫

茗

の

。
毎
年
夏
に
花
夲
桑
し

ま
せ
て
ぐ
れ
ま

し
た

。
で
甎

今
年
は

な
f
か

辺
月
に
=

。

ス
ケ
ッ
チ
あ

だ
ち
で
は

、y
欠

な
楽

し
い
話
堋
菅
磊

笂
じ

て
い
ホ
歹

。

この二1・ ナーでは、汞5 の冊m 。‾問先=広報課 〒1匐'‾中央覃町l i 恥'・kzI ; 戝jり二x1皿1



1996 年( 平成8 年) 12 月15 日あ だ ち 広 報第1152 号 ( 6)

くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

(親
)医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す

e
医
療
証
受
給
者
で
現
況
届
夲
提
出

さ
れ
て
い
る
方
に
、
1
月
1
日
か
ら
葩

墮
灸
碁
医
療
眼
を
1
2弖
詢
E
に
発
送

し
豕
す
。
ま
だ
否
応
覃
鳧
出
し
て
い

な
い
方
は
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
所
得
が
I

る
万
に
は
、
1
月
初
旬
に
通
知
を
お
送
9

に
¥
ヂ
。
ま
た
、
8
年
に
は
所
得
の

薙

意

え
て
い
た
方
刄
9

年
鱚

揃
支
耆
は
萋
乖
蹐
u
て
ぐ
だ
さ
い
。

(親
)医
療
費
助
成
制
度
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
父
親
の
認
知
に
よ
り
受

給
資
格
の
な
か
っ
た
ひ
と
ひ
親
家
庭
の

う
ち
、
認
知
レ
た
父
に
扶
養
さ
れ
て
い

な
い
お
孑
さ
ん
責
S
笂
の
方
は
、
1

月
1
日
か
ら
受
給
で
き
毒
y
。
該
当
す

る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
卜
児
熏
医
療
係

身
体
障
害
者
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
等

訓
練
生
募
集

職
業
的
自
立
を
刄
琴
海
害
者
の
訓

練
生
を
募
袴
に
¥
ヂ
。対
象
H
区
内

在
住
で
身
体
障
害
者
乖
嶬
を
痔
っ
て
い

る
4
0
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
動
務
塑
附

卜
綬
瀬
障
害
福
祉
施
設
募
集
人
黄
卜

i
人
訓
練
期
間
=
9
年
く
月
か
う
L

年
間
選
考
H
適
性
試
験
、面
接
申

込
=
履
歴
書
夲
郵
送
期
限
卜
―
目
M

日
必
着
`
ぶ
t
足
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

シ
ス
テ
ム
(
区
内
に
冫
ヵ
所
あ
り
ま

す
)
綾
瀬
障
害
福
祉
施
設
内

〒
1
2
0東

綟
瀬
1
1
2
6
1
2

言
(
3
6
0
5
)
6
7
6
p

』

梅
島
通
所
訓
練
施
設
内

〒
m
梅
島
3
-
3
1
-
1
9

四
(
3
8
4
9
)
8
8
3
0

問
先
H
西
部
障
書
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

鴦
(
3
8
5
3
)
0
6
3
p

』

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
を
感
じ
た
り
、ひ
こ
り

で
悩
ん
で
い
i
に
と
腓
の
n
盍
瓦
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、経
験
釁
か
な
保
母

が
育
児
柑
談
奮
行
つ
て
い
李
y
。安
心

し
て
子
育
て
を
桑
し
め
そ
弯
気
鰹
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。相

談
方
法
は
電
話
収
よ
ぴ
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
H
▽
興
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)
・
・
・
毎

澑
月
・
木
曜
日

四
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(

新
田
2
-
1
1
1
0
)

・・・
毎
週
火
・
金
曜
日

四
(
3
9
1
1
)
0
9
6
3

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
-
5
-
2
3
)
・
・
・

毎
週
水
・
土
曜
日

四
〇
5
0
(
1
0
8
)
3
8
6
9

時
間
=
い
ず
れ
も
午
前
1
時
～
午
後
5

時

問
先
n

保
育
振
興
係

ね
た
き
り
高
齢
者
の
方
の

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

高
齢
者
福
祉
蛋
「
を
鷽
け
て
い
る
、

在
宅
で
ね
た
き
り
の
高
齢
者
の
方
に
対

し
て
、
年
一
回
の
寝
具
丸
洗
い
・
年
1
0

回
の
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
求
す
。

申
・
問
先
=
在
宅
福

祉
倦
素
ほ
各
福
祉
事
務
所

爰
1
)

表1　 福祉事務所一 覧

第
4
回
足
立
区
生
業
資
金
の
貸
付

対
象
H
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
y
に
と
が
困
雛
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、こ
の
融
資
奮
又
け
る
冫
こ
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、次
の
す
べ

て
の
条
件
を
嵎
た
す
方
…
区
内
に
1
年

以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住

民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま

た
は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
盍
鞆
し

て
い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
眼
人
が
一

人
い
る
貸
付
鹸
卜
L
世
帯
鹽
彑
円
以

内
(
予
定
利
率
?
こ
置
期
間
中
は

無
利
子
)
返
!
g
霏
6
ヵ
月
据
置

鰍
箇
元
利
均
等
償
還
申
込
日
申
込

書
を
窓
口
に
持
参
、
用
紙
は
区
民
事
務

所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
ぐ
)
、

福
祉
亊
務
所
に
も
あ
Q
豕
y
※
用
紙

の
交
付
は
1
2
月
2
4
E
か
ら
受
付
銷
間

=
^
C
O
日
～
1
7
日
※
次
回
の
貸
し

付
け
(
9
年
度
第
1
叨

は
、
4
月
中

旬
に
受
付
奮
マ
定
し
て
い
ま
す

申
・

問
先
卜
賃
付
係

足
立
作
業
訓
練
所
が
一
時
移
転
し
ま
す

足
立
作
業
訓
練
所
は
、
(
仮
称
)
精

神
障
害
者
地
傴
簑
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

{
辰
修
工
事
に
伴
い
、
一
時
移
転
し
ま

}
だ
。
移
転
期
間
日
8
年
1
0
月
3
1
E

～
1
0
年
F
月
3
1
日
移
転
場
所
日
中
央

本
町
保
健
相
談
所
内
―
階

問
先
卜
足

立
作
業
訓
練
所

四
(
3
8
8
0
)
5
4
5
4

年

金

1
月
の
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
に
¥
嶷

問
や
様
々
な
心
配
'
左
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
李
歹
。

日
時
=
1
月
9
日
(
木
)
、
午
前
1
0
時～

午
後
1
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
北
館
2

階
国
民
年
金
驟
前

問
先
悲
軽
屎

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
卜
表
2

内
容
=
w

年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
今
月
の
夜
問
相
談
は
、
鹿

浜
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

問
先
=
推

進
偈

表2　 ねんき ん出張相談日程表

9
年
1
月
か
ら
基
礎
年
金
番
号
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

現
在
の
年
金
制
度
で
は
、
加
入
し
て

い
る
制
度

厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年

金
、
共
済
組
合
)
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

金
番
号
を
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
複
数
の
制
度
に
加
入
」処
方
は
複

数
の
年
金
番
望
螽
う
こ
と
に
な
ひ
、

年
金
の
支
給
や
年
金
相
談
、
諸
手
続
き

な
ど
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
ひ
ま

し
た
。
こ
う
k

に
事
態
螽
蓊
ぎ
る
た

め
1
年
L
月
か
ら
、
す
べ
て
の
制
度
に

共
季
恚

「
基
礎
年
金
番
号
」
が
、
生

涯
一
人
1
番
号
と
し
て
付
け
う
れ
る
こ

と
に
な
ひ
叭
レ
た
。
社
会
保
険
庁
は
1

年
1
2月
2
貝
笂
現
在
年
金
制
度
に
加

入
中
の
万
に
ほ
「
幕
礎
甼
金
番
号
通
知

書
」を
、
年
金
受
給
権
者
の
方
に
は
「
新

し
い
年
金
証
書
」
を
お
送
p
し
、
番
号

を
お
知
ら
せ
し
て
い
李
"
。
こ
の
通
知

一
・
年
金
証
書
は
、
年
金
手
帳
ま
た
ほ

今
ま
で
の
年
金
証
哥
等
と
£
)
に
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
基
礎

年
金
番
碍
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
ひ
特
別

な
盂
翼
ほ
必
要
あ
n
ま
せ
ん
。
届
け

出
が
必
畢
な
方
に
は
儺
別
に
連
絡
す
る

予
足
で
歹
。
▽
問
先
=
m

保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
▽
基
礎
甼
瑩
番
号
に
つ
い
て

・・・フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

言
〇
1
2
0
(
3
6
6
)
p
』
B
o
u

▽
斬
じ
い
年
金
証
謦
に
つ
い
て
・
:フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル

※
1
2月
1
6日
か
ら

四
〇
1
2
0
(
0
0
8
)
5
0
0

ト
ウ
リ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
午
前
9
時
～
午
後
―
時
-

足
立
社
会
保
険
事
務
所

言
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

推
進
係
・適
用
係
・
保
険
料
係
・
給
付
係

募
集
し
ま
す
!
国
民
年
金
推
進
員

内
容
=
年
金
加
入
者
の
お
宅
を
訪
問

し
、
保
険
料
の
収
納
や
各
種
届
書
の
受

け
付
け
な
ど
年
金
相
談
鷽
防
な
ヂ

応
募
資
格
卜
区
内
在
住
の
3
0
筬
く
ら
い

か
ら
6
3
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
勦
務
条

件
=
～
R
月
に
1
8
E
間
勤
務
(
非
常
勤

職
員
)

募
集
人
員
卜
若
干
名

採
用

予
定
卜
5
月
1
日

報
酬
↓

果
給
(日

額
4
千
5
0
0
円
)
十
能
率
給
。
平
均
月
給

1
6
万
1
千
円
前
後
(
8
年
度
実
績
)

申
込
H
自
筆
履
歴
S
(
写
真
貼
付
)
と

作
文
「
年
金
の
役
割
」
(
8
0
0
字
程
度
)

を
苻
参
り
Q
5
蕕
葱
口
※
書
類
審

査
後
面
接
を
行
い
求
y

期
限
H
2
月
2
0
E
申
・
問
先
卜
糟
連

係

国

保

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

に
。
実
際
に
か
か
っ
ぶ
籘
費
を
お
知

ら
莖
灸
だ
め
、
医
療
費
通
知
奪
符

し
て
い
斈
'
。
加
入
者
一
人
ひ
と
ひ
が

健
康
に
対
す
る
認
!

遯
冨
、
保
険
診

療
の
鷽
け
万
に
ぢ
十
分
な
理
解
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回

は
、
9
月
に
診
!

蓴
び
た
方
に
、
そ

の
月
の
医
療
費
の
全
額
(
'
…
齠
芬
)
を

1
2
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
豕
y
(
総
医

療
費
が
1
千
円
雫
の
場
合
や
医
療
機

開
か
1

つ
い

て
は
、
お
謇
じ
て
い
ま
せ
ん
)
。
こ

の
通
知
は
、お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特

に
手
続
き
は
不
要
で
す
。

問
先
H
保

険
給
付
係

保
険
料
の
減
額

災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
慨
蘖
の
方
が

倒
産
・
破
瞿
レ
た
な
こ
で
収
入
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
仭
貊
に
困
り
、
資
産

・
能
力
の
活
用
i
図
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
保
険
料
の
支
払
い
が
で
忝
y
、
な

っ
た
場
合
は
、
亊
情
に
よ
ひ
保
険
料
の

所
得
割
攀
を
誤
?
る
制
度
が
あ
り
ま

す
万
召
4

限
度
)
。た
だ
し
、
通
常

の
失
業
・
退
職
、
軻
気
に
よ
る
収
入
減

尚

申
請
さ
れ
る

方
は
、
電
駟
弱
こ
で
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
1

申

請
月
以
降
の
保
険
料
で
す
。

問
先
日

資
格
賦
課
係

8

年

秋

の

叙

勲
・
褒

章

区
関
係
で
1
5人
が
受
章

8
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
区
関
係
で
1
5
入
の
方
が
晴

れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
区
で
梧
肯
U
B
に
叙
勲
・
褒
章

の
受
章
者
冴
猖
き
、
永
年
に
わ
た
る
社

会
へ
の
功
労
に
対
し
感
謝
し
、
祝
福
し

声
レ
た
。
今
回
の
受
章
者
は
、
次
の
万
々

で
y
(
敬
称
芭
。

霰

勲
受
章
者

▽
杉
山
秀
雄
(
7
2歳
)
・・
癜
五
等
双
光

旭
日
章

▽
小
松
千
吉
(
8
0歳
了
・・勲

五
等
瑞
宝
單

マ
武
田
醇
孝
(
8
6歳
)

・・・
勲
五
等
瑞
宝
章

▽
小
坂
統
三
郎

蔀
唇

・・・勲
五
等
瑞
宝
章

▽
菊
地

弘

勁
g

・・
座
(

等
単
S

甘

章

▽
鯨
井
芳
三
郎

包

鎭
)
・・・
I
(
等
単

巻

省

章

▽
大
山
忠
霧
(
6
7
鎭
∵
:

勲
六

等
瑞
宝
章

マ
田
中
正
&
(

£

歳
)
・・・
勲
(

等
瑞
宝
章

▽
小
野
新
一
9

樵

・・・
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

マ

田
端
耕
一
二
(
6
8
錻
)
・・・勲
七
等
青
角
桐

集
章

マ
本
田
亀
士
彌

勁

梠

・・・
勲

七
等
青
a

徊
葉
章

▽
松
林
繁
男
(
6
7

歳
)
・・・
勲
七
等
青
仏
桐

粟
章

▽
春
日

善
昭
(
6
1
歳
丁

・
勲
七
等
瑞
宝
章

▽

西
村
教
光
5
7

斌
丁

・黄
綬
褒
章

▽

上
村
克
己
(
7
7
樵

・・・
藍
綬
褒
章

{
総
務
課
}

保
育
園
児
募
集

9
年
度
(
来
年
t
月
以
降
)
の
保
育

園
入
所
の
甲
脾
鷽
付
奔
そ
い
ま
ず
。

な
お
、
8
年
t
月
か
i
捏
も
9
待

ち
の
方
は
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
基
参
キ
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
問
先
=
<
t
t
t祉
事
務
所
簔
1
)
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健

康

1
月
の
献
血

日
時
=
1
月
8
日
(
水
)
・
9
日
(
木
)
、
午

前
1
0
時～
午
後
1
時
3
0
分
※
午
前
1
1

時
3
0
分～
午
後
韭
叭
芬
ま
で
岑
啄
く

場
所
H
区
役
所―
階
ア
ト
リ
ウ
ム

問
先
卜
東
京
東
赤
十
平
皿
液
セ
ン
タ
ー

四
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

保
健
予
防
係

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

過
云
1
年
以
内
に
、
区
の
同
種
の
検

診
を
鷽
記
労
は
除
瘴
汞
y
。
申
し
込

み
は
、
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
を
9
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
込
先
へ
。
後
日
、
雲
霧
と
案
内
を

お
送
卩
し
ま
す
。

※
消
化
器
が
ん
検

診
は
、
日
程
か
ら
検
診
E
、
場
所
(
必

ず
第
1
希
望
ま
で
)
私
萌
記

消
化
器
か
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。

日
霑
7

表
3

対
象
菲
J
歳

以
上
の
区
民

※
胃
奎
切
除
し
た
方
、

胃
の
病
気
で
治
療
中
{一芳
、
妊
娠
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
孝
ま
せ

ん

期
限
卜
2
月
に
受
診
を
希
望
す
る

方
は
、
1
月
1
5日
消
印
有
効

申
・
問

先
卜
足
立
保
健
所
保
健
予
防
課

〒
1
2
1

伊
興
町
前
沼
1
1
5
7
-
6

四
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

女
性
が
ん
検
診

乳
が
へ

子
宮
が
ん
の
早
期
費

に

役
立
ち
ま
す
。

対
象
日
区
民
で
3
0
歳

坐

の
女
性

成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
衰
弱
刄
行
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

じ
ん
臓
の
麪
一
一
一
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

対
象
卜
4
0
歳
以
上
6
4
歳
(
昭
和
6
年
t

月
1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民
-

「
女
性
が
ん
検
診
J「
成
人
健
康
診
査
」

は
い
ず
れ
も
卜

日
時
H

受
診
京
の
指
定
期
間
内
に
受
診

医
療
機
関
と
相
談
の
う

兄
受
診

場
所

日
区
内
憲

壘

碵

機
関

申
・
問
先
卜

保
健
予
防
係

〒
閇一
中
央
本
町
1
1
1
7

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ

年
末
届
け
を
お
忘
れ
な
く

こ
の
届
出
は
医
療
従
事
者
の
分
布
お

よ
び
就
業
の
実
態
を
把
懈
し
、
医
療
行

政
の
冪
礎
資
料
夲
辱
る
こ
と
鷽
日
的
と

し
て
、
医
師
法
等
の
規
定
に
よ
り
、
隔

年
の
杪一月
3
1日
現
在
で
行
う
y
y
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
'」の
届
け
出
の

実
施
年
に
当
た
n
ま
す
の
で
、
該
当
の

方
は
次
に
よ
り
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

対
象
日
①
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師

現
在
業
務
に
就
い
て
い

な
い
方
も
全
員
が
対
恚

②
保
健
婦

缶

・
助
産
婦
・
看
護
婦

壬
)
・

准
看
護
婦
(
士
)
・
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士
(
区
内
で
業
務
に
従
事
し
て

い
る
万
)

届
出
期
限
H
1
月
1
5日

※
届
出
用
祗
网
背
中
旬
に
就
業
先
に

配
布
の
予
定
で
す
か
、
①
の
職
種
で
就

業
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
住
所
地
の
保

健
所
で
用
紙
武
翦
黔
じ
零
歹

申
・

問
先
卜
住
所
を
管
轄
す
る
保
健
所
ま
で

足
立
保
健
所

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

四
(
3
8
8
B
)
4
2
7
7

表3　 消化器がん検診日程表( X 線撮影と検便による検診)

豪足立保健所は、希望される方か多く、翌日になることかありますのでご了承ください
なお、中央本町保健相談所は、回数が多く、希望日に受診しやすくなっています

健康カレンダー 1月の予定

あなたの
ワ ン チ ャ ン

大丈夫?

犬
の
し
つ
け
に
は
、
忍
畊
ご
努
力
が

必
要
で
す
。
時
々
、
た
い
へ
ん
賢
い
犬

が
い
廖
歹
が
、
こ
れ
は
ぐ
口
返
し
、
く

口
違
し
訓
練
を
続
け
た
結
果
で
す
。
賢

い
犬
で
い
る
こ
と
は
、
犬
に
と
っ
て
も
、

飼
い
主
に
と
っ
て
も
け
っ
こ
♀
(
変
な

ん
て
y
。
し
つ
け
は
、
人
と
犬
が
う
ま

く
や
っ
て
い
く
た
め
の
エ
夫
で
す
。

(
足
立
保
健
所
・
千
住
保
健
所
)

掲
示
板

税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

対
象
=
高
校
生
以
上
の
方

期
間
卜
2

月
1
日
A

月
3
1日
(
土
・
日
・
祝
日

啻
尿
く
)

申
・
問
先
日
足
立
税
務
署

四
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

四
(
3
8
4
0
)
・
-
・
-
1
1

大
里
示
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

募
集

内
容
H
①
一
般
の
部

②
新
東
京
百
景

の
部

③
テ
ー
マ
「
を
じ
の
好
忝
な

東
京
」
の
部
/
カ
ラ
ー
・
白
黒
と
も
四

ツ
切
単
写
真
に
限
る

※
8
年
F
月
以

降
に
撮
影
レ
た
未
発
表
も
の
に
限
る

申
込
H
郵
送

期
限
卜
1
月
3
1日
必
着

申
・
問
先
卜
東
京
都
観
光
連
盟
〒
川

千
代
田
区
有
楽
町
2
-
一
…
一
-
L
東
京
交

通
会
館
1

階

四
(
3
2
1
2
)
8
7
2
7

問
先
=

都
・
生
活
文
化
局
観
光
レ

ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
課

四
(
5
3
8
8
)
3
1
5
3

労
働
法
セ
ミ
ナ
ー

日
時
H
I

月
1
6日

禾
)
・
2
1
日

火
)
・
2
4

日

釡
)
・
2
8
E
ぷ
(
)、
い
ず
れ
も
午

後
6

時
3
0
分
～
且

堽

芬

場
所
卜
北

と
ぴ
あ

講
師
日
松
岡
二
郎
氏
(
宇
都

宮
大
学
講
師
)

費
用
=

無
料

定
員
=

§
"
<
(
:先
着
順
)

申
込
=
m

ま

た
は
F
A
x

で
住
所
、
氏
名
、
受
講
希

望
R

を
連
絡

申
・
問
先
卜
王
子
労
政

事
務
所

驫

働
教
育
係

a
(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

F
A
χ
(
3
9
0
6
)
0
3
6

お
年
寄
や
体
の

不
自
由
な
方
用
〔
区

役

所

〕
ー
〔
綾
瀬
・
五
反
野・
西
新
井
・
梅
島
〕を

む
す
ぶ
送
迎
車
運
行

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
万
、
傷

跼
者
、
妊
婦
等
と
芒
の
介
護
者
を
対
象

に
区
役
所
来
庁
用
と
し
て
、
綾
瀬
・
五

反
野
・
西
新
井
・
梅
島
の
各
駅
周
辺
か

ら
、無
料
壥
迎
車
(
車
い
す
冫
台
と
一

般
嚶
人
ま
で
来
車
可
能
)
夲
運
行
し

て
い
求
y
。運
行
R
は
、土
・
日
・
休

R
等
岑
吸
ぐ
毎
日
。運
行
時
刻
は
上
表

り
と
お
り
で
、
停
留
所
の
矼
置
は
左
図

り
と
お
り
で
す
。

問
先
卜
庁
舎
管
理
課

送
迎
車
時
刻
表

ルート: 綾瀬→五反野→四 →西新井→梅島→㎜I →五反野→綾瀬

● 訂正とおわび　あだち広報11月25日号の健康カレンダー母親学級足立保健所分の開催日に誤りがありました。正しくは、11月29日・12月6 ・13・20日で
す。訂正しておわびします。 〈広報課〉
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緑
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

第
1
1期
緑
の
協
力
員
募
集

地
域
で
緑
奮
蛮
忿
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
緑
の

協
力
靜
盒
霍
じ
ネ
y
。
対
象
H

緑
に
深
い
関
心
蚩
も
ち
、
区
の
緑
化
施

策
に
積
極
的
に
協
力
で
き
る
万
/
2
0
歳

以
上
で
、
区
内
に
引
き
璽
T
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方
/
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
の
器
貝
で
な
い
方
/
公
職
選
挙

法
に
よ
る
公
職
お
よ
び
議
会
の
同
意
な
y

靨
必
要
な
y
る
職
に
な
い
方
※
緑

に
関
す
る
知
識
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。
緑
の
好
忝
蜃
ほ
ぜ
ひ
'
に
}応
募
く

だ
さ
い

内
容
日
連
絡
会
議
へ
の
出
席

(
主
に
平
日
の
昼
間
)
/
区
内
の
身
近

な
鞭
の
調
査
等
(
7
0
地
区
立
体
緑
化
調

査
)
/
区
の
緑
化
事
業
へ
の
積
極
的
な

お
加
任
期
日
9
年
t
月
1
日～
1
1
年

3
月
3
1
日
定
員
H
2
5
人
申
込
卜
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
气
生

年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
「
緑
に
つ
い

て
譽
つ
y
」
と
」
を
囘
字
程
度
で
明
記

期
限
H
1
月
3
1
日
消
印
有
効
申
・
問

先
H
み
ど
り
の
ま
石
づ
く
り
係
〒
閇
一

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
愛
称
名

〝あ
だ
ち
再
生
館
〟

入
選
作
品
決
定

あ
だ
ち
広
報
9
月
5
り
号
で
お
知
ら

せ
し
た
「
足
立
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
愛
称
名
」
に
、
た
ぐ
‘
'
ん
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
J
う
'
き
い
ま
し

た
。
区
?
ほ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
に
山
川
麻
衣
子
(

島
根

二
丁
目
)
の
「
あ
だ
ち
再
生
館
」
を
、

ま
た
儚
莠
賞
に
1
0
人
の
方
々
意
y
定
し

奔
し
た
。
な
お
、
開
館
は
来
年
9
月
を

予
定
し
て
い
祟
歹
。
皆
さ
ん
の
'
}来
館

を
返
笂
じ
て
い
嫐
歹
。

問
先
ト
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
施
設
整
備
主
査

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

( 仮称) 足立区リサイクルセンター愛称名入選者一覧<敬称略>

最 優秀賞

成
人
の
日
の
集
い

日
時
卜
1
月
1
5
E
(
祝
)
、
午
後
O
時

3
0
分
受
付
開
始
、
午
後
1
時
3
0
分
開
会

堰
所
卜
東
京
武
道
館
(
綾
瀬
駅
下
車
徒

歩
r
芬
)
対
象
卜
昭
和
5
1
年
4
月
2

日～
昭
和
5
2
年
4
月
1
日
牛
汞
れ
の
方

※
案
内
状
持
参
の
う
λ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
自
動
車
で
の
釆
場
は
お
断
p
し
ま

す

問
先
卜
青
少
年
課
調
整
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

陬 豚E 司i マ『 酊囘m- 5w
世 帯264, 702
人 口636, 486 人

男4̀ "゛‘ k322, 486人kふ鎧扈aosム、
情 報 コ ー ナ ー

束京足立少年少女合唱団
第25 回クリスマス・チャリティー・コンサート
クリスマスムードたっぷりの曲

をお届けし ます。どうぞご家族で

ご鑑賞ください。 日時=12 月23
日(祝) 、午後6 隊30分開演 場所=
ギャラクシティ・西新井文化ホ
ール ※ 満員の際は入場をお断り
する場合があります。ご了承くだ
さい。 曲目=Hodi e- 、赤鼻の卜

ナカ イ、サンタ が町にや ってく
る、思い出のグリーングラス1助 ヽ
申 込= 当 日 直接会 場へ( 入場無
料) 問先= 事務局・薬師神
83852- 3232( i 更r喝)
文化振興係
B3880- 5111( t t )

12月21日 ゆず湯 子供と高齢者の方に銭湯無料開放

12月21日( ニヒ) の冬至の日は、
ゆず湯の日です。子供( 12歳以下)
と高齢者 啀汕訖以上) の方は、無
料で区内の銭湯に入浴できます。

番台( フロント) で年齢を告げ る

だけで利用できます。さあ出かけ
ましょう。 問先= 衛生指導係
03880- 5111' ㈹

新春七福神めぐり
ウォークラリー参加者募集
き紜くことは傷1康づくりの痍1- ま紜1

です。ご家族り中間同士でご参加

ください。日時=1月5日{日}、

午前9mo分～10mml j 付け　

( 随時 出 発) ※ 荒 天 中止 集 合

櫑所= 千 寿小 学 校 校庭 対 象= 区

内 在 住 ・在勤 の 方 費 用= ひ とり1( x)

円 申 込=5 人 稈 彦 の グ ル ー

プ で 、当 日直 接 簗 台場所 へ 問 先=
体 育振 興 係B3880- 5111 ㈹

冬花展示会
日時=12月18日( 水) 、午後1時～
5時12月19日( 木) ・20日( 金) 、
午前9時～午後5時場所=区役
所中央館アトリウム 内容= 区内
の花き農家 が促成譴難音した、晩秋
から初冬に咲 くフリ ージア、ユ
リ、葉ボタン等の花を展示 ※ 12

月18日、午後1 時 から先 着100人
に切り花を配 布します 問先= 農

産係03880- 5111 ㈹

女性総合センターの催し
講摩「かけがえのない私! いき

いき暮らす! ! 」
あなたはありのままの自分が好

きですか? 「暴力」をキーワード
に私たちの周囲に紀こりうる櫛干
の原因を探り、自由で安全な生活
とは何かを考えません力丶。 日時

等= 下表のとおり 対象= 区内在
住・在勤・在学の女性 定員=30 人

(抽 選) ※ 2 歳から学齢前 まで
のお子さんの保育を行います( 定
員1Z 人) 申込= 往復ハガキに住
所、氏 名、年 齢、電 話番 号、希望 理
由、「かけがえのない私…」希望と
明記( 保育を希望する方は、子供
の名前、生年月日も記入) ※ 1
月9 日に保育オリエンテーション
を行います 期限=12 月25日必着

※ いずれも時間は、午前10時～正午

男性改造講座 『規制緩和時代
揺れる男たちのゆくえ』
旧1碵) 「男らしさ」による縛り

から自分を解放しようとする男性

が増えています。そのなかで、こ
れからどう生きていくの力X いっ
しょに考えてみませんか。 日時
等= 下表のとおり 定員= 男性30
人、女i生10人( 抽選) 申込= 往

復ハガ キに 住所、氏 名( フリガ
ナ)、年齢、電苫舌番号、希望理由、
「男性改造講座」と明記 期限=1
月6 日必着

- いずれも一
費用= 無料 場・申・問先= 女性

総合センタ ー 〒123梅田7- 33- l BS880- 5222

3/ 22' のみ土曜日、午後2時～4時30分。ほかはいずれも木曜日、時間は午後7時～9時。
パスポートと は講座の参加 者か結成した自主 グループです。

一輪車駅伝大会外国選手の
ホストファミリー募集

来 年1 月、 蜀11 河|| 敷 で 行わ れ

る 全 日冰十一輪 車膠遡云大j 11 こ参X酊す

る 外1ヨヨか ら の選 手( ア メリ カミ ネ

ソタ 州ミ ネア ポ リス チ ー-ム) の ホ

ーム ステ イ先 を募 集し ます 。こ の 、

機 会にホ スト フ ァミ リ ーを 体験 し

てみません力丶日時=1月9日～
14日( 5 泊6 日) 募集揚て族数=
区内在住の6 家族 申込= 電話

期限=12 月20日 問先= 国際親善
協TX3880- 5720( 1 直通)

お楽しみください 1 月の区内各種展示
こども科学館イベントホール

E〉7日～12日…第24回足立I X中学

生環境保全ポスター展>14日～
21日… Rt X小学校連合写生会作ヨ品

展>24日～29日… R皀中学校連

合 書き 初 め展 覧会

西新井区民ギャラリー
冫11 ・12 日… 1窮1n汕! 又書 きぞ め少

蒭弖団f 本協酸 会 冫25 ・26 日 … 遶「鮓Ξ Ei

り萇 ※ 初 日と最 終 日は 。1般入出
作 業の た め展 示畤髑 は未 定。 当 日

にお 問 い合 わ せく だ さい

プチテラス・野外ギャラリー

●千住宿雁史プチテラス 阡住河
原TO21- 11)

C>4 ・5 日、11・12日、18・19日、25
・26日… やっちゃぱの風俗展

● 綾瀬野外ギャラリー( 綾漑3- 1)
D1～31日『油絵展』

展示を希望する方は、
喝い合t冫せくださ1,丶。 問先=　
こども科琴者官イベント ホール・・
ヤラクシティ・こども科尊墳官n161

西新井区民ギ ャラリー( 西新井
駅東ロサテ ィ4 階・火曜日休館) '
●
・・西新井{ x民ギ ャラリー
TI 3852- 3251
プチテラス・野外ギャラリー・。'・
ちづくり公社

◎「あ だち 広報」は再生紙を使 用してい ます T ・C ・Hi 　240, 000


